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１．はじめに：聾語彙史にみる言語接触

昨今の日本にみる聾・聴覚障害共同体では、《聴覚
障害》という医学的概念を内包する語彙（以下、聾

語彙）として、「聾（ろう）」や「聴覚障害」の他に、
英語［deaf］に由来する借用語「デフ」も幅広く使
われるようになっている。一方、「聾」 （1）も、20世紀
後期の戦略的本質主義の影響の下に、「手話言語を第
一言語とする人」という社会言語学的概念をも内包
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要 旨

本稿は17世紀に南蛮通詞（＝日本人）の葡語学習のために編まれたヴァチカン図書館蔵『葡日辞書』に
みる葡語［mouco（聾）］と倭語［tçu’bŏ（=tsumbo）］を焦点化し、両語彙にみる共時的ないし通時的位相
を考察した。葡語［mouco］は16世紀以前の葡語史料にはほとんどみえないものであり、葡語［surdo］よ
りも口語の色合いが濃いものと考えられる。一方、『葡日辞書』にみる倭語［tçu’bŏ］も中世近世移行期日
本史料にみる最初期用例であり、倭語［mimixij］や［qicazu］よりも口語の色合いが濃いものと考えられ
る。すなわち、『葡日辞書』では他の聾語彙よりも口語の色合いが濃いものと考えられる葡語［muco］と
倭語［tçu’bŏ］が対応づけられたところに、17世紀に編まれた葡語学習者を対象とする葡日対訳辞書にみ
る言語接触の特性が窺われる。

ABSTRACT

This paper analyses synchronic and diachronic aspects of Portuguese ［mouco］ and Japanese ［tçu’bŏ］ in the 

Portuguese-Japanese Dictionary in a collection of the Vatican Apostolic Library, which was compiled for Japanese 

interpreters’ learning Portuguese in the 17th century. The Portuguese ［mouco］ is almost invisible in Portuguese 

archives before the 16th century, suggesting that ［mouco］ is considered to be more colloquial than Portuguese 

［surdo］. Similarly, the Japanese ［tçu’bŏ］ in the dictionary was very beginning example in Japanese documents in 

the medieval-modern transition period, suggesting that ［tçu’bŏ］ is considered to be more colloquial than Japanese 

［mimixij］ or ［qicazu］. Hence, an editor of the Portuguese-Japanese Dictionary made the colloquial Portuguese 

［mouco］ correspond with the colloquial Japanese ［tçu’bŏ］, indicating a character of language contact between 

Portuguese and Japanese found in the dictionary.
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するようになるなど、語義が多元化している（山下 

2015）。このような聾語彙にみる共時的ないし通時的
位相は、外来語との接触事象を含む普遍的、文化的、
個人的様態が複雑に交絡している。

Rose（2013）は、古代ギリシア史料にみる聾語彙
が医学的概念や社会言語学的概念が重層的かつ多面
的な概念編制図式を内包していたことを述べている。

The Greeks perceived deafness as an intellectual 

impairment because of the difficulty in verbal 

communication that accompanies deafness. The 

obsolete expression “deaf and dumb” is an apt 

description of the way in which a deaf person was 

perceived in ancient Greece. （Rose 2013：17）

An examination of the term “deaf ” （κωφóς） 
reveals both that the term was flexible in its range 

of meanings, and that deafness was inextricably 

intertwined in Greek thought with an impairment 

of verbal communication. Next, I discuss the 

Greek medical understanding of deafness, as well 

as medical and nonmedical treatments for deafness 

in terms of how they illuminate Greek attitudes 

toward deaf people. Finally, while attitudinal sub-

tleties are lost, we can determine broad cultural 

assumptions that shaped the realities of hear-

ing-impaired people.（Rose 2013：17）

また、末森・新谷（2015）、末森・高橋（2016、
2017）、末森（2015、2018a、2018b、2018c、2018d、
2018e、2020a、2020b、2023、2024）は、中古中世日
本史料（字書、韻書、辞書、医書、キリシタン版）
にみる聾語彙や唖語彙を緝輯し、聾語彙や唖語彙に
みる形式・意味の重層性や多面性を詳らかにした：
（1）聾語彙は古代から近世に至るまで、一時的ない
し常態的な《聴覚障害》を意味するものに留まり、
《発声障害》や《知的障害》という医学的概念を内包
することはほとんどなかった、（2）「聾唖」のような
聾語彙と唖語彙の複合化が窺えるようになるのは近
世以降である。ところが、中近世の欧米諸国では、
聾語彙と唖語彙ないし知的障害関連語彙との形式・

意味の区別がかなり曖昧であり（Norri 2016）、中近
世日本にみる聾語彙とは異なった位相が窺える。
なお、末森・新谷（2015）や末森ほか（2019）は、
織豊時代・江戸時代初期のキリシタン版対訳辞書や
江戸時代後期の蘭和辞書などにみる外国語聾語彙を
緝輯したものの、近代以前の日本にみる外国語聾語
彙と日本語聾語彙の言語接触にみる相互作用には言
及していない。日本聾語彙史の拡充をはかるにあた
り、外国語聾語彙と日本語聾語彙の言語接触を焦点
化し、個々の聾語彙の変遷にみる固有性と通有性を
可視化することが望まれる。その一環として、本稿
はキリシタン版『葡日辞書』にみる葡語 （2）（＝ポル
トガル語）聾語彙と倭語 （3）（＝中近世日本語）聾語
彙を焦点化し、個々の通時的ないし共時的位相を考
察する。

２．『葡日辞書』

16世紀後期から17世紀前期に渉る中近世移行期（＝
室町時代後期・織豊時代・江戸時代初期）の日本に
おいて、ポルトガルやスペインの宣教師たちは、日本
語学習のために数多くの対訳辞書や日本語翻訳本（以
下、キリシタン版）を刊行した（岸本・白井 2022）。
その中にヴァチカン図書館蔵『葡日辞書』 （4）（以下、
『葡日辞書』）という鈔本がある（京都大学文学部国
語学国文学研究室 1999）。しかし、『日葡辞書』や『羅
葡日辞書』をはじめとするキリシタン版対訳辞書に関
する言説が汗牛充棟の趣をなしているにも拘らず、
『葡日辞書』に関する研究は相当に限られている（森
田 1975、安田 1991、岸本 1998、1999、斎藤 2001）。
岸本（1999）は『葡日辞書』の成立年代と編纂指
針に関し、次のように述べている。

成立は1603年から1714年までの間というおおよそ
の推定にとどまり、辞書の内容からそれ以上の
手がかりは見出だせていない。（岸本 1999：473）

この辞書は、棄教者の手によって成った可能性
のある、キリシタン資料としての性格をもちな
がらも南蛮通事のポルトガル語学習のために書
かれた、非常に特異な資料であるといえよう。
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（岸本 1999：477）

『葡日辞書』は他のキリシタン版対訳辞書に比べる
と載録語彙は少ないものの、他のキリシタン版対訳
辞書にはみえない葡語［mouco］を窺うことができ
る。本章では『葡日辞書』にみる葡語［mouco］や
その周辺にある関連聾語彙の位相を記述する。

2.1. 『葡日辞書』にみる聾語彙
（1）葡語聾語彙
『葡日辞書』の48vには、見出し語の葡語［Mouco］
と対訳語の倭語［Tçu’bŏ］がみえる（図１）。さら
に、男性形［home mouco］と女性形［mulher mouca］
が記載され、［mulher mouca］には対訳倭語［uonna 

tçu’bŏ］が当てられている。続いて、葡語のコピュ
ラ動詞などが附された見出し語が記載されているも
のの、対訳語は記されていない。
岸本（1999）は『葡日辞書』の現存状況に関し、

次のように述べている。

本文はDe. ante E.（2r）から始まり、R antes do. 

E.（89r~91r）で終わっているので、A~C、S~Z

の部は全欠、D・Rの部も有欠である。（岸本 

1999：460）

『日葡辞書』や『羅葡日辞書』をはじめとする葡語
対訳辞書には葡語［surdo（聾）］が窺える。しかし、
『葡日辞書』は［S］の部が欠けているため、［surdo］
が載録されていたかどうかは判断できない。もっと
も、かつては存在していたであろう完本『葡日辞書』
の［S］の部には［surdo］が載録されていた可能性
は低くはない。
なお、『葡日辞書』以外の葡語対訳辞書には、唖語
彙の葡語［mudo（唖）］がみえる（末森・新谷 2015）。
しかし、『葡日辞書』の［M］の部にみる葡語［Mudo］
には、形容詞［mudo］ではなく、動詞［mudar］の対
訳倭語［Cayuru（換ゆる）］があてられており、唖語
彙の倭語［uoshi（唖）］を窺うことはできない（図２）。

（2）［mouco］の記載仕様
岸本（1999）は、『葡日辞書』にみる見出し語に関
し、次のように述べている。

辞書の形式は、ポルトガル語の見出し語一つに
対して、一つないしは二つの日本語訳を付ける
のが基本的なものである。（…）動詞は、直接法

図１　『葡日辞書』にみる葡語［mouco］
数字は葉数、『葡語辞書』は二段組で編集されており、向かって左側の段を a段、向かって右側の段を b段とする。aや bに続く数字は行数を示す。ま
た、対訳倭語ラテン文字表記に続けて、翻字日本語を示す。翻字日本語は京都大学文学部国語学国文学研究室（1999）による。

図２　『葡日辞書』にみる葡語［Mudo］

Mouco. Tçu’bŏ. 聾（48v-a6）
home’ mouco. tçu’bŏ 聾（48v-a7）
molher mouca. uonnatcu’bŏ. 女聾（48v-a8）
Ser mouco. （48v-a9）
Estar mouco. （48v-a10）
Ficar mouco. （48v-a11）

Mudo. as. ar. Cayuru. （49v-a10）
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第一人称単数形現在・直接法第二人称単数形現
在・原型の順に活用が示されている。多くの場
合、続けて過去分詞形を示す。（岸本 1999：461）

葡語［ser］［estar］［ficar］は、英語の be動詞に
あたるものであり、［ser］が比較的変わらない性質
を示すのに対し、［estar］は一時的な状態や場所を
示す。また、［ser mouco］や［estar mouco］が、「聾」
という状態を表しているのに対し、［ficar mouco］は
健康な状態から「聾」になる変化を表す。

（3）対訳倭語聾語彙
岸本（1999）は、『葡日辞書』にみる見出し語に関

し、次のように述べている。

辞書の形式は、ポルトガル語の見出し語一つに
対して、一つないしは二つの日本語訳を付ける
のが基本的なものである。（岸本 1999：461）

『葡日辞書』以外のキリシタン版には、倭語
［tçu’bŏ］の他に、聾語彙の倭語［mimitsubure（耳潰
れ）］、［mimixij（耳癈）］や［qicazu/quicazu（聞か
ず）］がみえる（末森 2015、2024）。しかし、『葡日
辞書』では、見出し語の葡語［mouco］の対訳倭語
には［tçu’bŏ］のみが当てられており、［mimitsubure］
［mimixij］や［qicazu/quicazu］は窺えない。また、
［qicazu/quicazu］が他の葡語の対訳語に用いられて
いる例もない。

（4）［tçu’bŏ］の綴り
岸本（1998、1999）は、『葡日辞書』にみる対訳倭

語のローマ字綴りに関し、次のように述べている。 

［オ］ uo、vo　　［ツ］ tçu　　［バウ］ bŏ　　［ン］ 
n、 ’（鼻音符）、 m （岸本 1998：1）

日本語の綴りは、『日葡辞書』などに見られる日
本イエズス会式のローマ字綴りをほぼ踏襲して
いる。（岸本 1999：462）

図１にみる倭語［tçu’bŏ］の綴りは、イエズス会

式ローマ字綴りに合致していることが窺える。もっ
とも、倭語［uonnatcu’bŏ］にみる［uonna］は［n］
が用いられているのに対し、［tçu’bŏ］は鼻音符［’］
が用いられており、「ん」のローマ字綴りに若干の揺
らぎが窺える。

（5）［tçu’bŏ］の出現時期
岸本（1999）は『葡日辞書』にみる倭語の地理的
特性に関し、次のように述べている。

『葡日辞書』の日本語は、近世初期の西日本にお
ける口語を基準にしている。（岸本 1999：468）

末森（2024）は、中古中世日本史料にみる聾語彙
を緝輯し、日本語「ツンボ」の原型と考えられる倭
語「ミミツブレ」 （5）が南北朝時代に編纂された医書
『福田方』にみえること、室町時代に成立し改編を重
ねてきた字書『倭玉篇』にも「ミミツブレ」が幅広く
みえることを明らかにし、「ミミツブレ」の出現時期
が南北朝時代に遡及し得るものと考えた。しかしな
がら、「ツンボ」は現存中古中世日本史料には窺えず
（末森 2024）、江戸時代に幅広く用いられた辞書『節
用集』などに散見する（末森・高橋 2016）。すなわ
ち、「ミミツブレ」から「ツンボ」への変遷は中近世
移行期に起きたものと考えられる。そのような類推の
下に、17世紀に編まれた『葡日辞書』にみる［tçu’bŏ］
は「ミミツブレ」から「ツンボ」への変遷期における
「ツンボ」の最初期用例として位置づけ得る。

2.2. 葡語の男性形と女性形
『葡日辞書』は南蛮通事の葡語学習のために編まれ
た対訳辞書という編纂指針を反映し、見出し語に名
詞などの男性形と女性形を併記する例が散見する（図
３）。図１では葡語男性形［home’ mouco］に対し、倭
語［tcu’bŏ］が当てられ、葡語女性形［molher mouca］
に倭語［uonnatcu’bŏ］が当てられている。この他に
も葡語女性形の対訳倭語に倭語［uonna］が付与され
ている例は、［uſubito（盗人）］（図３c）、［curobŏ（黒
坊）］（図３d）、［Itoco（従兄弟）］（図３e）がある。
なお、倭語「女」の綴りは［uo’na］（図３b、３e、３

h）と［uonna］（図３c、３d）の両方がみえる。このよ
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図３　『葡語辞書』にみる葡語の男性形と女性形

Filha. muſume. 娘（24r-a9）
Filho. muſuco. 息子（24r-a10）

Irma’o. qiŏdai.uotoco. qiŏdai. 兄弟　男兄弟（31r-b9）
Irma’a. Uo’na qiŏdai. 女兄弟（31r-b10）

Iadra. nuſubito. uonna. 盗人女（32r-b3）
Iadrão. nuſubito. 盗人（32r-b4）

Rapariga merõ Couonago Rapaz Couaro

女聾　小女　小童（88r-a19）

Madraſta. mamafaua. qeibo. 継母（38r-a8）

Padraſto. mamachichi. 継父（60v-a11）

Molher moça. Uacai uo’na. 若い女（46v-a15）

negro. Curobŏ. 黒坊（52v-a11）
negra. Curobŏ. uonna. 黒坊女（52v-a12）

Prima. Itoco uo’na. 従子女（80v-a7）
Primo. Itoco. 従子（80v-a8）
Primaſ.

Moça. Guegio. 下女（46r-b12）
moço. uacai mono. 若い者（46r-b13）
moço. uchino mono　家の者（46r-b14）

（a）

（b）

（c）

（f）

（g）

（d）

（e）

（h）
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うな［n］と鼻音符［’］の揺らぎは『葡日辞書』全般に
渉っており、現存『葡日辞書』が祖本ではなく写本であ
る場合、書写者が複数に渉っている可能性も窺われる。
このように、見出し語に葡語の男性形と女性形が

併記される中、葡語［mouco］の女性形［mouca］に
も倭語［uonnatçu’bŏ］が対訳倭語として記載された
ものと考えられる。すなわち、倭語［uonnatçu’bŏ（女
聾）］にみるような［uonna］が付与された倭語語彙
は、必ずしも『日葡辞書』などにみる婦人語（小林 

1999）として位置づけ得るわけではない。

３．16～17世紀のポルトガル聾語彙史

岸本（1999）は『葡日辞書』の編纂目的に関し、
次のように述べている。

編纂の目的は外国人宣教師の日本語学習用と考
えるよりも、南蛮通事のポルトガル語学習用と
見なした方がよさそうである。『葡日辞書』はキ

リスト教布教を目的とした他のキリシタン資料
と大きく性格を異にするということになる。（岸
本 1999：475）

『葡日辞書』にみる葡語［mouco］は、『葡日辞書』以
外のキリシタン版対訳辞書からは窺えない（末森・新
谷 1995）。『葡日辞書』の編纂目的と、『葡日辞書』に葡
語［mouco］が載録された経緯はどのように関わってい
るのであろうか。本章ではポルトガルの様々な葡語辞書
にみる聾語彙を遡及的に渉猟し、16～17世紀のポルトガ
ルにみる葡語［mouco］や［surdo］の位相を整理する。

3.1. 葡語関連辞書
（1）Academia das Ciências de Lisboa （ed.） （2001） 
Dicionário da Língua Portuguesa Contemporânea de 

Academia das Ciências de Lisboa. Editorial Verbo.

この辞書は現代葡語 （6）の国語辞書に該当するもの
であり、［mouco］と［surdo］が共に見出し語とし
て載録されている（図４）。また、［surdo-mudo］と

図４　�『Dicionário da Língua Portuguesa Contemporânea de Academia das Ciências de Lisboa. Editorial Verbo』にみ
る聾語彙

（a）［mouco］（Academia das Ciências de Lisboa 2001: 2538-2539）、（b）［surdo］（Academia das Ciências de Lisboa 2001: 3488）。

（a） （b）
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いう聾唖語彙もみえる。
現代葡語［mouco］に該当する現代スペイン語は

［moco］であるものの、《鼻水、粘液》のような意味
に留まり、《聴覚障害》を意味する語として用いられ
ることはない。
（2）Guedes, F. （2008） Dicionário Verbo Língua 

Portuguesa: com o apoio do Ministério da Educação. 

Editorial Verbo.

この辞書は中学生のために編纂されたものであり、
［mouco］と［surdo］が共に見出し語に載録されて
いる。また、現代葡語の語彙頻度統計資料をみると、
［mouco］の語彙頻度は17,000位程度であり、現代葡
語においてもほとんど使われることのない語ではな
いことが窺われる。
（3）Silva, A. de M. （1789） Diccionario da Lingua 

Portugueza.

この辞書は18世紀後期に編纂されたポルトガルの
国語辞書であり、［mouco］と［surdo］の両方が見出
し語に載録されている（図５）。［mouco］は［surdo］
を援用した説明に留まっている。
（4）Bluteau, R. （1712） Vocabulario Portuguez, e Latino: 

Teoria metalexicográfica, fontes e recepção.

この辞書は18世紀前期に編纂されたポルトガルの
国語辞書であり、［mouco］と［surdo］の両方が見
出し語に載録されている。［mouco］は［surdo］を
援用した説明に留まっている。もっとも、この辞書
に［mouco］が採録されていることから、18世紀初

期には既に［mouco］が広く用いられていたことが
窺われる。
（5）Colominas,  J .  （1980） Diccionario Crítico 

Etimológico Castellano e Hispánico. Gredos Editorial S. 

A. 

この辞書はスペイン語を中心にイベリア半島のロマ
ンス語全般を扱った語源辞書である（https://archive.

org/details/diccionariocriti0000colo）。［mouco］ は
［mocho］の項目を見よと指定されており、［mocho］
は、《先が欠けた》とか《髪を短くした》というよう
な意味が示されている。
（6）Nascentes, A. （1966） Dicionário Etimológico 

Resumid. Instituto Nacional do Livro.

この辞書は葡語の語源辞典のうち比較的古いもの
である。［mouco］の項には《De etimologia obscura》
と記されている。
（7）Cunha, A. G. da （1986） Dicionário Etimológico 

Nova Fronteira da Língua Portuguesa. Editora Nova 

Fronteira.

この辞書は葡語の語源辞典で唯一、信頼度の高い
ものである。もっとも［mouco］の項には《De eti-

mologia obscura》と記されている。
（8）Cunha, A. G. da （1984） Vocabulário históri-

co-cronológico do Português Medieval. Casa Fundação 

Rui Barbosa.　（http://medieval.rb.gov.br/）
この辞書は15世紀以前の中世葡語史料にみる葡語
出典を緝輯したものである。この辞書には［mouco］
は載録されていない。（6）の『』と併せて考えると、
ポルトガルにおいて［mouco］が［surdo］の類義語
として用いられるようになった時期は16～17世紀で
ある可能性が窺われる。
（9）Real Academia Gallega https://academia.gal/inicio

この辞書はスペインのガリシア州（図８）で話さ
れているガリシア語の辞書である（黒澤 2009、柿原 

2016、寺尾 2021）。この辞書にはガリシア語［mouco］
が見出し語に載録されている（図９）。ガリシア語
［mouco］は《口数が少ない》という意味を持ち、聾
語彙よりは、唖語彙との関連性が窺われる。また
［moca］は《人や物を嘲笑する言葉や一連の言葉、身
振り、行動》という釈文が附されている。
日本聾唖方言地図（岡山 1935、末森 2018e）では、

図５　『Diccionario da Lingua Portugueza』にみる聾語彙
（a）［mouco］（Silva 1789: 100）、（b）［surdo］（Silva 1789: 433）。https://
mordigital.fcsh.unl.pt/

（a）

（b）

ヴァチカン図書館蔵『葡日辞書』にみる聾語彙

－7－



図６　『Vocabulario Portuguez, e Latino: Teoria metalexicográfica, fontes e recepção』にみる聾語彙
　（a）［mouco］（Bluteau 1712: 607）、（b）［surdo］（Bluteau 1712: 797-798）。https://purl.pt/13969/4/

（a）

（b）
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図９　『Real Academia Gallega』にみる聾語彙
（a）［mouco］、（b）［mocho］、（c）［moca］。邦訳は deepLによる。

図８　スペイン・ガリシア州

（a）

（b）

（a）

mouco, mouca  adxectivo

［Persoa］ que fala pouco, de poucas palabras.　
（［人に関して言うときに］口数が少なく、言葉も少ない。）
Era un home mouco, non dabas tido unha conversación con el.

（彼は無口（無言）な男で、あなたは彼と会話をしたことがない。）

（b）

mocho, mocha
Para todas as acepcións SINÓNIMO

adxectivo

1 ［Animal］ falto dun ou dos dous cornos, dunha ou dúas orellas, ou do rabo.

（［動物］片方または両方の角、片方または両方の耳、尾がない。）
Na corte ten varias vacas mochas. CONFRÓNTESE moguelo

2 Que non ten ou que perdeu un extremo ou a punta. Necesita un afialapis porque ten un lapis mocho. Quedou durmido 

debaixo dunha árbore mocha.

（c）

moca
substantivo feminino Palabra ou conxunto de palabras, xestos ou accións cos que se ridiculiza unha persoa ou cousa.　
（人や物を嘲笑する言葉や一連の言葉、身振り、行動。）
Non fagades moca dese pobre miserable.

図７　�『Dicionário Etimológico Resumid. Instituto 
Nacional do Livro』にみる聾語彙

（a）［mouco］（Nascentes 1966: 503）、（b）［surdo］（Nascentes 1966: 
706）。
https://archive.org/details/DICIONARIOETIMOLOGICORESUMIDO 
DALINGUAPORTUGUESAANTENORNASCENTES/mode/2up

ヴァチカン図書館蔵『葡日辞書』にみる聾語彙

－9－



聾語彙と唖語彙の両方に載録されているものがいく
つかある。ガリシア語と現代葡語の共通祖語に唖語
彙に属する［mouco］祖語が生まれたあと、ガリシ
ア語では唖語彙に属するような語義が維持されてき
たのに対し、葡語では聾語彙に属するような語義に
変化した可能性もある。
（10）Arias, X. L. G. （2021） Diccionariu Etimolóxicu de 

la Llingua Asturiana mocu sordu OPT. University of 

Oviedo.

この辞書はスペインのアストゥリアス州（図10）
で話されているアストゥリアス語の国語辞書である
（川上 2013、黒澤 2014）。この辞書には［mouco］と

いう語形の見出し語はない。しかし、アストゥリア
ス語［mochu, -a, -o］（図11a）は、《角が一本欠けた、
（家や人が）完全であるのにちょっと足りない状態》
という説明があり、アストゥリアス語［mocu, -a,-o］
（図11b）は《角が一本欠けた、（家や人が）完全であ
るのにちょっと足りない状態》などに加えて《耳が
聞こえない、耳のよく聞こえない》という釈文が附
されている。アストゥリアス語［mocu］にみる様々
な意味は（5）にみる［mocho］の語源とも符合する。
ただ、［mocu］の語源は不明とされている。
アストゥリアス語［mochu］はスペイン語（カス
ティーリャ語）由来であり、アストゥリアス語［mochu］
／［mocu］と、スペイン語［mocho］や葡語［mouco］
は何らかの関連性があるものと考えられる。

3.2. �キリシタン版にみる葡語聾語彙と倭語聾語彙の
言語接触
岸本（1999）は『葡日辞書』にみる葡語と倭語の
歴史言語学的考察ないし社会言語学的考察に関し、
次のように述べている。図10　スペイン・アウトゥリアス州

図11　『Diccionariu Etimolóxicu de la Llingua Asturiana mocu sordu OPT』にみる聾語彙
（a）［mochu］（Arias 2021: 792）、（b）［mocu］（Arias 2021: 794）。

（a） （b）
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『葡日辞書』はイエズス会式ローマ字綴りの規範
から外れた表記があり、それらは編者や成立年
代に関する手がかりとなる一方、公的な性格を
もつ刊本では表面化しにくい当時の言語事象を
示している可能性がある。（岸本 1999：465）

この辞書はポルトガル語資料でもあり、正書法
がゆれていた当時における、編者の表記意識を
知るための資料ともなりうる。（…）ポルトガル
語の綴り方を調査することによって、日本語に
対しても異なった見方が生じうると考えられる
からである。（岸本 1999：467）

いわば、葡語と倭語の言語接触を記述することに
より、葡語と倭語の言語接触が葡語の変遷ないし倭
語の変遷にどのような影響を及ぼしたのかを可視化
することができる。
キリシタン版対訳辞書の中でも代表的なものとし

て知られている『日葡辞書』は葡人宣教師の日本語
学習のために編まれた対訳辞書であり、当時の日本
で用いられていた様々な倭語を網羅的に載録する指
針の下に編まれている。したがって、『日葡辞書』に
みる倭語聾語彙が多岐に渉っているのに対し、対訳
葡語は［surdo］ないし［surdo］の活用形に留まっ
ている（末森・新谷 2015）。
一方、『葡日辞書』は南蛮通事をはじめとする日本

人の葡語学習のために編まれたものであり、17世紀
当時のポルトガルないし日本にいる葡人宣教師たち
の間で話されていた葡語を載録する指針がたてられ
たであろうことは想像に難くない。すなわち、『葡日
辞書』では他の聾語彙よりも新しく口語の色合いが
濃いものと考えられる葡語［muco］と倭語［tçu’bŏ］
が対応づけられている。ここに17世紀に日本人の葡
語学習のために編まれた対訳辞書にみる葡語聾語彙
と倭語聾語彙の言語接触事象の特性が窺われる。
織豊時代から江戸時代初期に渉る中近世移行期の

日本では、南蛮貿易などによる南蛮諸国と日本の交
易は、当時の葡語と倭語の言語接触をもたらした。
現在の日本語語彙体系には、今なおその残滓が窺え
る。しかし、倭語の聾語彙や唖語彙に葡語やスペイ
ン語が借用語として取り込まれることはなく、昨今

の日本語聾語彙にみる英語由来の借用語「デフ」と
は大きな違いを示している。
刊本『葡日辞書』の［S］の部に葡語［surdo］が
載録されていた場合、どのような対訳倭語が用いら
れていたかは想像の域を出ないものの、［tçu’bŏ］で
はなく［mimixij］ないし［qicazu］が用いられた可
能性も考えられる。
岸本（1999）は『葡日辞書』の編纂者に関し、次
のように述べている。

日本人ならば fと pを混同することはないであ
ろうから、編者は外国人であった可能性が高い。
（岸本 1999：465）

シーボルトの記述に最も近いと思われるクリス
トヴァン・フェレイラ（？―1652、稿者註）
について、Cieslik（1974）に基づいて述べてお
きたい。フェレイラはポルトガルのリスボン近
郊の生まれで、1609年に長崎入りし、有馬セミ
ノリヨで日本語を学んだ。（岸本 1999：477）

Cieslik（1974、1986）はフェレイラがリスボン郊外
の村で生まれ、コインブラの修道院で教育を受けた
ことや、フェレイラが江戸時代初期の南蛮医学にも
関わっていた可能性に言及している。フェレイラが
『葡日辞書』の編纂者であるかどうかは不明であるも
のの、『葡日辞書』の編纂者が17世紀の日本にみる聾
女性（ないし唖女性）を見かけることはあったであ
ろう （7）。
また、16世紀後期から17世紀前期に渉る中近世移
行期（＝室町時代後期・織豊時代・江戸時代初期）
の日本において、キリスト教（カトリック）の宣教
に携わった人たちの中には盲人もいたことが知られ
ている（沖浦 2016）。『葡日辞書』の編纂者にとって
は、葡語［mouco］をはじめとする障害関連語彙は、
けっして遠い世界のモノではなく、むしろ日常生活
における身近な言葉だったのではなかろうか。

４．おわりに

本稿では葡語学習をはかる日本人のために17世紀
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に編まれた『葡日辞書』にみる聾語彙を緝輯し、葡
語聾語彙と倭語聾語彙の言語接触を葡語聾語彙史お
よび日本聾語彙史に連関布置し、日本聾語彙史に資
した。
昨今は中古中世日本史料や近世日本史料にみる障

害関連語彙を緝輯し、日本語の障害関連語彙および
障害関連概念の変遷を可視化する試みが増えている。
しかし、キリシタン版の葡語やスペイン語にみる障
害関連語彙の緝輯および中近世移行期日本にみる障
害関連語彙との相互作用を可視化する試みはいまだ
等閑に附されている。またキリシタン版に限らず、
15～17世紀の東アジア諸国にみる障害関連語彙と中
近世移行期日本にみる障害関連語彙の相互作用も、
外国語と倭語の言語接触の射程に捉えていくことが
望まれる。

謝辞
本稿の執筆にあたり、東京外国語大学名誉教授黒澤
直俊先生には貴重な資料の提示および多大なる指導
を賜りました由、深くお礼を申し上げます。

註

（ 1）	 本稿では「聾」は手話言語を第一言語とする聴覚障
害（者）を指し、「聴覚障害」は音声日本語ないし書
記日本語を第一言語とする手話習得聴覚障害（者）
を指すものとする。同様に英語［Deaf］は「聾」に、
［deaf］は「聴覚障害」に該当する。すなわち［d/
Deaf］は「聴覚障害/聾」と邦訳し得るものである。

（ 2）	 本稿では、『葡日辞書』という通称に倣い、「葡語」
という表記を用いる。

（ 3）	 本稿では、中近世日本語を「倭語」とし、現代日本
語を「日本語」と表記し分けることにする。

（ 4）	 岸本（1999）は『葡日辞書』の体裁に関し、「Biblioteca 

Apostolica Vaticana: Estr. Or. 19　このローマのヴァチ
カン使徒図書館にある写本資料、ポルトガル語・日本
語対訳辞書を以下『葡日辞書』と呼ぶ。現在、この
ヴァチカン図書館本が唯一の伝本として知られる。
（岸本 1999：459）（…）『葡日辞書』の本体は（…）革
製の匣に収められている。匣の上には、金箔でラテン
語の書名が刻まれている。 Vocabularium / Lusitanico-

japonicum / a patre Joanne conscriptum / qui in Japonia 

matyrium / passus est. 〈日本で殉教した神父ヨハネスが
書いたポルトガル語―日本語語彙集〉（岸本 1999：
459）（…）なお、この辞書は転写本の可能性がある。

それは、文字の太さや筆勢のちがいだけでなく小文字
の qの書き方の異なる箇所があることや、次のように
一行下の文字を間違って写し、訂正したと見られる箇
所がいくつかあるためである。（岸本 1999：460）」と
述べている。

（ 5）	 末森（2018e）は［mimi-tsubure（耳潰れ）］が音韻
変化により［tsumbo（ツンボ）］に変化した可能性を
詳らかにしている。

（ 6）	 現代葡語は主に、ポルトガルのほか、ブラジルや旧
ポルトガル植民地で用いられているものの、ポルト
ガルで用いられている葡語とブラジルで用いられて
いる葡語には様々な面で相違が見受けられる。本稿
では現代葡語と言う場合は、ポルトガルで用いられ
ている葡語を指すものとする。

（ 7）	 16世紀にシナ大陸を訪れた宣教師がしたためた本『十
六世紀華南事物誌：ヨーロッパ最初の中国専著』に
は、「盲人の女は売春婦になる」という行がある。
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